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台湾 減災科学技術センター 気候変動研究室

台湾減災科学技術センター (NCDR)

• 1999年の集集地震の後、防災法が

施行

• 防災法第７条に基づいて2003年に

NCDRを設置

• NCDRは国のシンクタンクとして減災に

関する研究、技術支援、国への提言を

行っている
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*研究促進と技術支援では学際的なアプローチを実施



知見の共有ARKデータ提供
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統合型気候変動サービスプラットフォーム

データ
ストア

観測データ 将来予測 気候変動イン
デックス

気候変動に
関するコラム

特別報告書 技術報告
書

TCCIP
Facebook 
ファンページ

スライドショー
ウェブサイトの最新情
報を掲載。全スライド
からコンテンツページ
へ直接リンクしている
ため、閲覧者が最新
の開発状況を把握す
ることができる。

ショートカット
ウェブでよく利用さ
れる機能やコンテン
ツへ移動。

1
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気候変動データサービス
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1 観測トレンドのアニメーション化
（気温）

2
将来の
トレンド
（気温と降
水量）

3
気候変動
データ
ストア
(10 デー
タセット)

グリッド観測データの提供：
異なる時間スケール（日／月）
でのAR4 と AR5データの台湾
領域ダウンスケーリングデータ

4 エリア, 20 市 & 33 河川流域
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適応リソースキット (ARK) -
適応行動の実行支援キット

ハザードマップ

影響評価マップ

TCCIP チームによる試験的適応策の記録

ショートカット
７分野（農業、水資源、沿岸域etc.)などの関
連情報へ

1
適応に関
する知識

2

適応シミュ
レータ

3
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ARK：ハザード＆影響評価マップ

ハザード＆影響評
価マップと適応事
例紹介ページとを
切り替えるメインコ
ントロールパネル

すべてのマップには
特に注意が必要な
重要事項の概略を
表記

1

2

ユーザーが必要な
インデックスやエリ
アを容易に選択で
きる

3

すべての指標とマップが
各分野に特化
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ARK：試験的適応策の記録

試験実施箇所

上部に並んだアイ
コンは、左の情報
パネルを残したま
ま、関連ページ間
を切り替える事が
できる。

1

2

左パネルは概要を
示す。このページ
の内容の紹介と

ここの情報がユー
ザーにとってどの
ように役立つかを
解説。

3

コンテンツには、写真や
グラフ、動画、ニュース
へのリンク（もしあれば）
などを掲載
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ARK：適応の知見 （事例）
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事例ページでは、
指定の条件にあっ
た事例が右パネル
に表示されること
で、ユーザーの
ニーズに応じて情
報がフィルターされ
る。

1

コントロールパネ
ルのタブから、適
応フレームワーク
やツール、海外／
国内の事例などに
ジャンプできる。

2
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ARK：適応シミュレータ

この部分では、シミュ
レータの実施内容を
解説

1

このパネルでは、
都市型洪水対策に
よく使われる５つの
適応策を並べてい
る。

ユーザーは選択
バーのボタンをド
ラッグすることで、
それぞれの策を個
別に実施した時、
あるいは併用した
時の違いをみるこ
とができる

2

左側の地図は、追加
的適応策がない場合
の気候変動による洪
水エリアを示す。

右側の地図は、追加
的適応策（新規施設
等）を実施した際の洪
水時エリアの違いを
表す

3



知見の収集と共有
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1 気候変動に関する国際
ニュース

2 気候変動に関する特別報
告書の概要

3
気候変動のコラム

4 TCCIP ニュースレター



TCCIPではワークショップ又はセミナーを毎年２回以上開催して

ユーザーとの緊密なコミュニケーションを図ることで、ユーザー
の要望とニーズをウェブサイトのデザインに反映。

11

ワークショップと国際会議

国際的な研究団体との緊密なパートナーシップに加えて, 
TCCIPでは２年に一度国際ワークショップや国際会議を
主催して最新の研究方法を把握。

リサーチキャパシティを向上して
クオリティを維持

1
ユーザーのフィードバックを受ける
コミュニケーションを促進する

2
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アジア太平洋地域での連携: 利点

この地域では、多くの国が似たような気候変動の
課題と社会構造を共有している（例：台湾、日本、
フィリピン）。こうした国家間で緊密に連携して経
験を共有することにより、強固なキャパシティ・ビ
ルディングにつながる。

小国/島嶼国でダウンスケーリング
データを共有

1

知見やベスト・プラクティスを
国家間で共有

2

小国や島嶼国にとって、国内の気候変動評価を
実施する際のダウンスケーリングデータは重要。
ダウンスケーリングの手法や技術は、国家間で共
有することが可能。
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アジア太平洋地域での連携: 今後の課題

どうすれば同じことを議論していると確認できるか？1

言葉の壁、用語の定義、専門用語などが知識の共有の妨げとなっている。
プラットフォームや文書などは、地域のユーザーのために用意されること
が多いが、適応の知識や経験がその本質を翻訳で失われることのない
ようにするにはどうすればよいか？文化に固有のコンテンツはどうすれ
ば適切に翻訳できるか？

どこから始めるか?2

適応のフェーズや気候変動サービスのフェーズは、ほとんどの国で異な
る。どうすれば我々のゴールが揃い、すべての参画者にとって共有の
プロセスが有益なものになりうるか？



Chia-Wei (Joyce) Chang

joyce3437@ncdr.nat.gov.tw

Thank you!

mailto:joyce3437@ncdr.nat.gov.tw

